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東芝エネルギーシステムズ株式会社、東北電力株式会社、岩谷産業株式会社

水素社会構築技術開発事業/水素エネルギーシステム技術開発/
再エネ利用水素システムの事業モデル構築と大規模実証に係る技術開発

■背景や目的
➢ 本事業を実施する背景

➢ 本事業の目的

■実用化・事業化の見通し、課題等 ➢ 実用化・事業化に向けた具体的な取り組み
➢ 実用化・事業化のイメージ

FH2Rを軸に研究開発を行い、Power to Gas実用化を達成し、
多面的・多層的にCNに大きな貢献が出来るように進めていく

最適稼働条件で無い場合においても、「電力系統への調整力提供の増加」と
「水素需要量を満たす水素製造をより安価に実施」の両立を実現する

■顕著な成果
➢ 実証プラント ➢ 需要家連携システムの構築

➢ 複数リソース条件下における需給調整市場に対応した
AC/RAシステムのモデルを構築

➢ P2Gシステム

2023～2025年度は、複数リソース条件下の需給調整市場対応と
水素需要家と連携したプラント運転計画の立案が可能なシステムを開発中

系統への調整力提供機会拡大の
ため、複数リソース条件下における
需給調整DRの最適制御（リソース

間での補完）

水素需要家毎の水素需給管理・
調整を実施、需要家と連携した水

素出荷計画を策定

需要先毎の水素需要から水素の
供給量・タイミング・価格を設定し
最適なプラント運転計画を立案

需要先の水素需要から計画立案

複数リソースでの最適制御

水素需要家毎の水素需給管理・調整
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水素エネルギー運用システム

水素需要家

• クラウド上に、各需要家
の予約システムを構築

• PV発電量の情報より、
約1か月先までの供給
可能量などを表示

水素希望量
を登録

登録された水素希望量をもとに、
水素製造・充填計画を立案

＜CO2排出量ランクの定義＞
Sランク ≒ 0 kg-CO2/kg-H2
Aランク ≦ 3.4 kg-CO2/kg-H2
→ 低炭素水素の要件を満たす水素

Bランク > 3.4 kg-CO2/kg-H2
→ 低炭素水素の要件を満たさない水素

※記載の単価は実証を進める
上での仮単価として設定

一定の条件下において需給調整市場（二次②）の要件を満たせることを確認
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